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〔Ｅ１５０〕  雪 崩 防 止 基 本  

この調査表は、雪崩防止施設に関する基本的データを登録するためのものであ

る。 

１．一般的注意事項 

（１）デ－タは次の単位で作成する。 

○  都道府県市区町村毎とする。  注） 

○  路線毎とする。 

○  雪崩防止施設内における施設種別毎とする。 

注）・データ作成単位が管轄（事務所や出張所）や都道府県市区町村に跨る場合には、管

轄毎，市区町村毎に分割してデータを作成すること。 

・市区町村の境界が不明確な場合や市区町村境と管轄境界が一致しない場合には、担

当部署や関連する事務所及び出張所間で協議してデ－タを作成すること。 

（２）雪崩防止施設に関する写真・図面類については「E151雪崩防止図面類」にて作成する。 

（３）雪崩防止施設に関する補修履歴等については「E152雪崩防止補修歴」にて作成する。 

 

２．記入事項 

（１）工事番号 

（２）工事区分Ｃ 

（３）施設対応番号 

（Ｃ）地整Ｃ 

（Ｄ）事務所Ｃ 

（Ｅ）出張所Ｃ 

（Ｆ）路線 

（Ｇ）現旧区分Ｃ 

（Ｈ）整理番号１ 

（Ｉ）整理番号２ 

（Ｊ）整理番号３ 

（Ｎ）補助番号 
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上記（１）、（２）、（３）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｈ）、（Ｉ）、

（Ｊ）、（Ｎ）の記入方法については、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通

編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｐ）名称 

該当する雪崩防止施設の名称を、１０文字以内の日本語（漢字、ひらがな、カタカナ、及び英

数字）で記入する。名称がない場合は、設置箇所の地先名等を記入する。 

（Ｑ）百米標自（㎞） 

該当する雪崩防止施設の設置位置の距離標（百米標）を記入する。記入方法については、「道

路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｒ）距離自（ｍ） 

該当する雪崩防止施設の設置位置の距離標（百米標）からの距離を記入する。記入方法につい

ては、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照

のこと。 

（Ｓ）百米標至（㎞） 

該当する雪崩防止施設の設置位置の距離標（百米標）を記入する。記入方法については、「道

路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｔ）距離至（ｍ） 

該当する雪崩防止施設の設置位置の距離標（百米標）からの距離を記入する。記入方法につい

ては、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照

のこと。 

（Ｗ）施設完成年度 

施設が完成した年度を記入する。（年は和暦を記入） 

年号コードについては、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共

通注意事項」を参照のこと。 

（記入例） 昭和６１年   ―――＞   ３６１ 
↑ 

年号コード（３：昭和） 

（Ｘ）施設改修年度 

施設を改修した年度を記入する。（年は和暦を記入） 

年号コードについては、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共

通注意事項」を参照のこと。施設の改修がなされていない場合は‘＊’を記入する。 
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（記入例） 平成 ５年   ―――＞   ４０５ 
↑ 

年号コード（４：平成） 

（Ｙ）完成年月 

該当する雪崩防止施設が完成した年月を記入する。（年は西暦年で記入） 

（記入例）  １９８３年  ８月  ―――＞   １９８３０８ 

（Ｚ）上り下り区分Ｃ 

上り・下り区分について、該当するコードを記入する。 

区   分 コード 

上下線共通 

上  り  線 

下  り  線 

０ 

１ 

２ 

（AB）所在地自 

該当する区間の始点側の所在地（字番地まで）について、３０文字以内の日本語で記入する。 

（AC）所在地至 

該当する区間の終点側の所在地（字番地まで）について、３０文字以内の日本語で記入する。 

（AD）防雪対策区分Ｃ 

防雪対策区分について、該当するコードを記入する。 

区   分 コード 

  なだれ対策施設 

  ふぶき、吹きだまり対策施設 

        （防雪柵等） 

１ 

２ 

（AF）施設種別Ｃ：◆ 

施設種別区分について、該当するコードを記入する。 

区   分 コード 

なだれ施設 

  ・予防杭 

  ・予防柵 

  ・吊枠 

  ・吊柵 

  ・スノーネット 

  ・雪庇予防柵 

 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 
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区   分 コード 

  ・防護柵 

  ・補助防護柵 

  （擁壁上の補高材） 

  ・防護杭 

  ・誘導柵 

  ・その他 

 ・階段工 

 ・誘導壁 

ふぶき、吹きだまり施設 

  ・吹きだめ柵（防雪柵） 

  ・吹き払い柵（防雪柵） 

  ・その他 

そ の 他 

１７ 

１８ 

 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

 

５１ 

５２ 

５３ 

９９ 

（AH）基礎型式Ｃ 

施設の基礎形式について、該当するコードを記入する。 

区    分 コード 

直接基礎（コンクリート基礎） 

杭基礎 

地中埋込み式 

根かせ式 

アンカー基礎 

そ の 他 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

９９ 

（AJ）防止予防別Ｃ 

施設の機能について、該当するコードを記入する。 

区   分 コ－ド 

防   止 

予   防 

誘   導 

１ 

２ 

３ 

（AL）延長（ｍ）：◆ 

該当する施設の延長を、小数点以下１位まで記入する。なお、施設が面的に設置されているも

のについては道路と平行方向の幅を延長とする。 
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（AM）設置道路延長（ｍ）：◆ 

雪崩防止施設が設置されている道路の延長を、小数点以下１位まで記入する。 

（AN）高さ（ｍ） 

該当する施設の代表的な高さを、小数点以下１位まで記入する。 

（AO）固定式可動式別Ｃ 

施設の構造の固定式、可動（移動）式の別について、該当するコードを記入する。 

区   分 コ－ド 

固 定 式 

可動（移動）式 

１ 

２ 

（AQ）のり面勾配 

該当する施設が設置されているのり面の勾配を、小数点以下１位まで記入する。なお、勾配が

複数ある場合には最急勾配を記入する。 

（記入例）  ｎ＝１：１．５  ―――＞  １．５ 

（AR）雪崩検知器有無Ｃ 

施設に雪崩検知器が設置されているか否かについて、該当するコードを記入する。 

区   分 コ－ド 

検知器無し 

検知器有り 

０ 

１ 

（AT）塗装面積（㎡） 

該当する施設の塗装面積を記入する。 

（AU）備考 

特記事項があれば５０文字以内の日本語で記入する。 

（AV）市区町村自Ｃ：◆ 

該当する区間の始点側の市区町村名のコードを記入する。使用するコードは「全国市町村要

覧」を参照し、「都道府県市区町村コード」を記入する。 

（記入例） 茨城県鹿島郡旭村の場合   ―――＞  コード：０８４０１ 

 （検査数字は含まない） 

（AX）市区町村至Ｃ 

該当する区間の終点側の市区町村名のコードを記入する。使用するコードは「全国市町村要

覧」を参照し、「都道府県市区町村コード」を記入する。 
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（記入例） 茨城県鹿島郡大洋村の場合  ―――＞  コード：０８４０３ 

（検査数字は含まない） 
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〔Ｅ１５２〕  雪 崩 防 止 補 修 歴  

この調査表は、雪崩防止施設の補修履歴等に関するデータを登録するためのも

のである。 

１．一般的注意事項 

デ－タは次の単位で作成する。 

○  「E150雪崩防止基本」の作成単位毎とする。 

○  補修が行われた毎とする。 

 

２．記入事項 

（１）工事番号 

（２）工事区分Ｃ 

（３）施設対応番号 

（Ｃ）地整Ｃ 

（Ｄ）事務所Ｃ 

（Ｅ）出張所Ｃ 

（Ｆ）路線 

（Ｇ）現旧区分Ｃ 

（Ｇ－１）現旧区分 

（Ｈ）整理番号１ 

（Ｉ）整理番号２ 

上記（１）、（２）、（３）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｇ－１）、（Ｈ）、

（Ｉ）の記入方法については、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．

共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｐ）補修年月 

補修を行った年月を記入する。（年は西暦年で記入） 

（記入例）  １９８５年１０月  ―――＞  １９８５１０ 

（Ｑ）補修内容Ｃ 

補修内容について、該当するコ－ドを記入する。 
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区    分 コード 

基礎の修複、補強 

アンカー基礎の修複、補強 

本体の修複、補強 

主柱、支柱、バーの修複、補強 

枠組の修複、補強 

網工の修複、補強 

網工の取替え 

そ の 他 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

９９ 

（Ｓ）備考 

損傷原因等について５０文字以内の日本語で記入する。 
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E150：雪崩防止（基本諸元）

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

工事番号 半角16文字 ○

工事区分Ｃ 半角1文字 ○

施設対応番号 半角16文字 ○

地整Ｃ 半角2文字 ○

事務所Ｃ 半角2文字 ○

出張所Ｃ 半角2文字 ○

路線 9999 ○ ○

現旧区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

整理番号１ 半角8文字 ○ ○

整理番号２ 半角4文字 ○ ○

整理番号３ 半角4文字 ○ ○

補助番号 半角2文字 ○ ○

名称 全角10文字 ○

百米標自 999.9 ｋｍ ○ ○

距離自 9999 ｍ ○ ○

百米標至 999.9 ｋｍ ○ ○

距離至 9999 ｍ ○ ○

施設完成年度 999 和暦 ○

施設改修年度 999 和暦 ○

完成年月 199901 西暦 ○

上り下り区分Ｃ 半角1文字 ○

所在地自 全角30文字 ○

所在地至 全角30文字 ○

防雪対策区分Ｃ 半角1文字 ○

施設種別Ｃ 半角2文字 ○ ○

基礎形式Ｃ 半角2文字 ○

防止予防別Ｃ 半角1文字 ○

延長 9999.9 ｍ ○ ○

設置道路延長 9999.9 ｍ ○ ○

高さ 9.9 ｍ ○

固定式可動式別Ｃ 半角1文字 ○

のり面勾配 9.9 ○

雪崩検知器有無Ｃ 半角1文字 ○

塗装面積 9999 ｍ２ ○

備考 全角50文字 ○

市区町村自Ｃ 半角5文字 ○ ○

入力書式
CSV作成対象

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照
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E150：雪崩防止（基本諸元）

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

入力書式
CSV作成対象

市区町村至Ｃ 半角5文字 ○

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照
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E152：雪崩防止（補修歴）

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

工事番号 半角16文字 ○

工事区分Ｃ 半角1文字 ○

施設対応番号 半角16文字 ○

地整Ｃ 半角2文字 ○

事務所Ｃ 半角2文字 ○

出張所Ｃ 半角2文字 ○

路線 9999 ○

現旧区分Ｃ 半角1文字 ○

現旧区分 全角2文字 ○

整理番号１ 半角8文字 ○

整理番号２ 半角4文字 ○

補修年月 199901 西暦 ○

補修内容Ｃ 半角2文字 ○

備考 全角50文字 ○

入力書式
CSV作成対象

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照
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